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令和６年度小谷村一般会計当初予算をお知らせします

[おもな内容 ]

小谷村こども家庭センターよりお知らせです７

２ ４～
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令
和
６
年
度
小
谷
村
一
般
会
計
当
初
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度
比
３
億
８
，
７
０
０
万
円
増

の
総
額
４
４
億
７
，
７
０
０
万
円
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
９
・
５
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
令
和
５
年
度
は
「
骨
格
予
算
」
と
し

て
編
成
し
て
お
り
、
新
規
・
拡
充
事
業
等
の
政
策
的
経
費
を
当
初
予
算
か

ら
除
い
て
い
た
こ
と
が
増
加
の
要
因
で
す
。
今
年
度
は
、
村
営
バ
ス
運
転

手
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
へ
の
対
応
や
子
育
て
世
帯
へ
の
相
談
支
援

を
行
う
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
な
ど
時
代
の
動
向
を
反
映
し

た
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
小
谷
村
一
般
会
計

当
初
予
算
の
概
要

　
歳
入
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
民
税
は
、
個

人
消
費
・
個
人
所
得
等
の
状
況
・
動
向
を
踏
ま
え
、

総
務
省
の
増
減
収
見
込
み
率
や
徴
収
率
に
よ
り
前
年

度
か
ら
１
１
０
万
円
増
の
１
億
２
，
１
４
０
万
円
を

見
込
む
と
と
も
に
、
普
通
交
付
税
は
地
方
財
政
計
画
の
状
況
を
加
味
し
、

１
０
０
万
円
減
の
１
５
億
４
，
３
０
０
万
円
、
特
別
交
付
税
は
、
昨
年
度

と
同
額
の
２
億
円
と
し
て
い
ま
す
。
国
庫
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

か
ら
１
，
２
０
５
万
７
千
円
増
の
２
億
５
，
１
５
５
万
１
千
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
が
、
橋
梁
補
修
工
事
に
伴
う
も
の
が
１
億
４
，
１
６
７
万
９
千

円
と
国
庫
補
助
金
の
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。
村
債
に
つ
い
て
は
、
前
年

度
か
ら
２
億
６
１
０
万
円
増
の
４
億
９
，
３
９
０
万
円
を
見
込
ん
で
お
り
、

橋
梁
補
修
事
業
に
伴
う
も
の
が
８
，
２
３
０
万
円
、
道
路
補
修
事
業
に
伴

う
も
の
が
７
，
８
０
０
万
円
、
小
学
校
の
空
調
設
備
工
事
に
伴
う
も
の
が

３
，
０
６
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年
度
の
制
度
改
正
等
に
よ
り
前
年
度
か
ら
１
億
２
，
０
０
０

万
円
減
の
８
，
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳 

入

村
　
税
　
住
民
税
、
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
、
入
湯
税

な
ど

地
方
交
付
税
　
自
治
体
が
等
し

く
事
務
を
行
え
る
よ
う
一
定

の
基
準
に
よ
り
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
お
金
で
、
国
勢
調
査

の
人
口
や
市
町
村
道
の
延

長
・
面
積
な
ど
か
ら
算
定
さ

れ
ま
す
。 

国
県
支
出
金
　
特
定
の
事
業
に

対
し
国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金

村
　
債
　
世
代
間
の
負
担
の
公

平
や
偏
っ
た
財
政
運
営
に
し

な
い
た
め
の
村
の
借
金

寄
附
金
　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
な
ど
の
村
へ
の
寄
附
金

繰
入
金
　
村
の
基
金
（
村
の
預

金
）
を
取
り
崩
し
て
充
当
す

る
も
の

そ
の
他
　
施
設
使
用
料
、
負
担

金
な
ど

44億7,700万円
歳入合計

村税 5億1,194万円

地方交付税
17億4,300万円

国県支出金
5億3,774万円

村債
4億9,390万円

その他　3億8,761万円

繰入金　
7億2,221万円

寄附金　
8,060万円

村

　税

地
方
交
付
税

国
県
支
出
金

村

　債

寄
附
金

繰
入
金

そ
の
他

　
歳
出
を
性
質
別
に

見
る
と
、
物
件
費
に

つ
い
て
は
、
バ
ス
運

転
手
の
残
業
規
制
強

化
に
伴
う
村
営
バ
ス
事
業
委
託
や
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
や
戸
籍
シ
ス
テ
ム
標
準

化
に
対
応
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
の
増
に
よ
り
前
年
度
比
７
，
２
７
７
万

４
千
円
増
の
７
億
３
，
６
６
９
万
６
千
円
、

維
持
補
修
費
は
、
除
雪
事
業
の
委
託
や
修

繕
費
の
増
に
よ
り
前
年
度
比
４
，
４
５
１

万
２
千
円
増
の
３
億
４
，
５
６
８
万
９
千

円
と
し
て
い
ま
す
。
普
通
建
設
事
業
費
は
、

道
路
補
修
事
業
や
耕
作
条
件
改
善
事
業
、

略
式
代
執
行
事
業
、
山
菜
加
工
場
機
械
更

新
事
業
等
を
計
上
し
、
前
年
度
比
２
億
９
，

３
３
７
万
６
千
円
増
の
７
億
４
，
９
９
０

万
７
千
円
と
し
て
い
ま
す
。
公
債
費
に
つ

い
て
は
、
計
画
的
な
償
還
を
進
め
て
お
り
、

前
年
度
比
２
，
５
０
４
万
２
千
円
減
の
５

億
４
，
３
７
９
万
２
千
円
、
積
立
金
に
つ

い
て
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
基
金
積
立

金
の
減
に
よ
り
前
年
度
比
４
，
８
２
５
万

８
千
円
減
の
６
，
８
３
７
万
７
千
円
と
し

て
い
ま
す
。

歳 

出

人件費　8億373万円

維持補修費
3億4,569万円

補助費　9億4,435万円

普通建設事業費
7億4,991万円

その他　2,244万円

操出金　1億3,103万円

積立金　
6,838万円

歳出合計
44億7,700万円

物件費　
7億3,670万円

扶助費　1億3,098万円

公債費　
5億4,379万円

性
質
別
グ
ラ
フ

歳出合計
衛生費
3億1,155万円

商工費　4億6,746万円

土木費
8億3,982万円

その他（議会費、予備費）
6,218万円

公債費
5億4,379万円

44億7,700万円

民生費
4億4,058万円

農林水産業費
5億9,668万円

消防費
1億5,217万円

教育費
5億166万円

目
的
別
グ
ラ
フ

総務費　5億6,111万円

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
基
金
活
用
事
業

は
次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（

）
物
件
費
　
消
耗
品
費
、
光
熱
水
費
、
燃
料
費
、
委
託
料
な
ど

維
持
補
修
費
　
除
雪
や
村
道
の
補
修
な
ど
、
維
持
に
係
る
お
金

扶
助
費
　
生
活
保
護
費
や
障
が
い
者
支
援
費
な
ど
の
福
祉
や
医

療
に
係
る
お
金

補
助
費
　
一
部
事
務
組
合
に
対
す
る
負
担
金
や
公
営
企
業
会
計

へ
の
補
助
金
な
ど

普
通
建
設
事
業
費
　
建
物
や
道
路
・
橋
り
ょ
う
の
新
設
・
改
良
に
係
る

お
金

公
債
費
　
過
去
に
借
り
た
借
金
の
返
済
金

積
立
金
　
村
の
基
金
（
村
の
預
金
）
に
積
み
立
て
る
お
金

操
出
金
　
特
別
会
計
の
支
出
の
一
部
を
負
担
す
る
た
め
に
繰
り
出
す
お
金

そ
の
他
　
出
資
金
及
び
貸
付
金
、
予
備
費

維
持
補
修
費

物
件
費

扶
助
費

補
助
費

普
通
建
設
事
業
費

積
立
金

公
債
費

操
出
金

そ
の
他
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3億1,155万円

商工費　4億6,746万円

土木費
8億3,982万円

その他（議会費、予備費）
6,218万円

公債費
5億4,379万円

44億7,700万円

民生費
4億4,058万円

農林水産業費
5億9,668万円

消防費
1億5,217万円

教育費
5億166万円

目
的
別
グ
ラ
フ

総務費　5億6,111万円

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
基
金
活
用
事
業

は
次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（

）
物
件
費
　
消
耗
品
費
、
光
熱
水
費
、
燃
料
費
、
委
託
料
な
ど

維
持
補
修
費
　
除
雪
や
村
道
の
補
修
な
ど
、
維
持
に
係
る
お
金

扶
助
費
　
生
活
保
護
費
や
障
が
い
者
支
援
費
な
ど
の
福
祉
や
医

療
に
係
る
お
金

補
助
費
　
一
部
事
務
組
合
に
対
す
る
負
担
金
や
公
営
企
業
会
計

へ
の
補
助
金
な
ど

普
通
建
設
事
業
費
　
建
物
や
道
路
・
橋
り
ょ
う
の
新
設
・
改
良
に
係
る

お
金

公
債
費
　
過
去
に
借
り
た
借
金
の
返
済
金

積
立
金
　
村
の
基
金
（
村
の
預
金
）
に
積
み
立
て
る
お
金

操
出
金
　
特
別
会
計
の
支
出
の
一
部
を
負
担
す
る
た
め
に
繰
り
出
す
お
金

そ
の
他
　
出
資
金
及
び
貸
付
金
、
予
備
費

維
持
補
修
費

物
件
費

扶
助
費

補
助
費

普
通
建
設
事
業
費

積
立
金

公
債
費

操
出
金

そ
の
他



（5）　広報おたり　令和６年４月号 広報おたり　令和６年４月号（4）

 

総
務
課

 

・
庶
務
係
 

相
澤
　
和
之

（
観
光
地
域
振
興
課
　
集
落
支
援
係
）

 

・
庶
務
係
 

松
本
　
逸
希

（
住
民
福
祉
課
　
住
民
係
）

 

・
税
務
係
長
 

丸
山
　
和
樹

（
観
光
地
域
振
興
課
　
観
光
商
工
係
長
）

 

・
税
務
係
 

村
越
　
和
也

（
建
設
水
道
課
　
水
道
係
）

 

・
企
画
財
政
係
 

小
林
　
大
悟

（
総
務
課
　
庶
務
係
）

 

議
会
事
務
局

 

・
議
会
事
務
局
長
 
山
田
　
久
志

（
観
光
地
域
振
興
課
長
）

 

会
計
室

 

・
会
計
管
理
者
 

山
田
　
邦
明

（
建
設
水
道
課
長
）

 

住
民
福
祉
課

 

・
住
民
福
祉
課
長
 
鷲
澤
　
美
幸

  

（
会
計
管
理
者
）

 

・
健
康
推
進
係
 

小
池
　
洋
輔

　
　
　（
住
民
福
祉
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

  

観
光
地
域
振
興
課

 

・
観
光
地
域
振
興
課
長

 

太
田
　
　
勝

（
教
育
委
員
会
　
教
育
課
長
）

 

・
観
光
商
工
係
長
 
宮
嶋
　
喜
久

（
総
務
課
　
税
務
係
長
）

 

・
農
林
係
 

丸
山
　
　
亮

　
　
　（
教
育
委
員
会
　
教
育
課

　
　
　
　
　
　
社
会
教
育
係
）

 

建
設
水
道
課

 

・
建
設
水
道
課
長
 
北
村
　
幸
治

（
議
会
事
務
局
長
）

 

・
建
設
係
 

湯
本
　
楓
人

（
総
務
課
　
税
務
係
）

 

・
水
道
係
 

北
川
　
政
憲

　
　
　（
観
光
地
域
振
興
課
　
農
林
係
）

 

教
育
委
員
会

 

・
教
育
委
員
会
教
育
課
長

 

佐
藤
　
孝
行

（
住
民
福
祉
課
長
）

 

・
社
会
教
育
係
 

荻
澤
　
岳
彦

（
総
務
課
　
庶
務
係
）

 

・
子
育
て
支
援
係
 
伊
藤
　
　
優

（
住
民
福
祉
課
　
健
康
推
進
係
）

 

・
小
谷
村
保
育
園
給
食
技
師

 

平
川
　
眞
弓

（
小
谷
村
共
同
調
理
場
給
食
技
師
）

 

・
小
谷
村
共
同
調
理
場
給
食
技
師

 

山
田
　
清
恵

（
小
谷
村
保
育
園
給
食
技
師
）

 

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
へ
派
遣

 

・
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合

 

横
川
　
祐
典

（
建
設
水
道
課
　
建
設
係
）

令和６年度当初予算
「信州小谷村」ふるさと応援基金活用事業

合計　1億6,071万7千円
豊かな暮らしづくりに関する事業

豊かな村づくりに関する事業

子どもたちの自然体験活動に関する事業

登山道・遊歩道及びトイレ等の環境整備に関する事業

単位：千円

人

　事

　異

　動

４
月
１
日
付
役
場
職
員
等
の
人
事
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（

　）
内
は
旧
任

異
　
動
　
者

退 

職 

職 

員

新 

規 

採 

用
住民福祉課

住民係

樺澤　広也

観光地域振興課

集落支援係

竹田　紗矢香

住民福祉課

地域包括支援センター

小林　 文

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
へ
派
遣

　
３
月
31
日
付
退
職
職
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

 

・
健
康
推
進
係
 

丸
山
　
千
恵

 

・
企
画
財
政
係
 

相
澤
　
　
友

総
務
課

議
会
事
務
局

会
計
室

住
民
福
祉
課

観
光
地
域
振
興
課

建
設
水
道
課

教
育
委
員
会

小
谷
村
消
防
団

新
体
制

団長

沖中　良偉

副団長

田原　勇介

副団長

村越　哲也

　
４
月
１
日
か
ら
新
体
制
と
な
っ

た
消
防
団
幹
部
の
皆
さ
ん
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

009金助補会窓同業事会窓同村谷小

000,1入購末端用業事スーリドイバデルタジデ者齢高費経般一画企

004,5金助補営運理管設施スネルェウ業事進促用利設施祉福会社

836,03連関営運の校高馬白業事策対校高域地

644,6流交のと国中・湾台業事修研流交外海

共同調理場維持管理一般経費 スチームコンベクションオーブン購入 3,190

小　　計 47,574

事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

000,1金助補費業事発開等品産特費経般一画企

むらづくり補助金 地域振興のために活動する組織等への補助 2,000

000,6助補のめたの行実画計りくづ域地金助補業事りくづ域地

000,3託委理管亭林なぶび及場プンャキ業事興振業林

766,5託委）り刈草（務業理管持維道林費経般一道林山治

725,93業事新更械機場工加菜山業事興振業産場地

観光地域づくり事業 地域プラットフォームホームページ管理委託 66

000,4金担負トッミサ原草費経般一トッミサ原草

小　　計 61,260

事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

009,3体全業事業事出創口人係関

008,1入購の券ンズーシーキス徒生童児費経般一局務事

保健体育一般経費 ジュニアスキー指導・大会等委託料 10,170

小　　計 15,870

事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

059,11理監工施、事工備整道木園然自業事理管園然自池栂

590,11体全業事業事理管園公立国

862,8体全業事業事備整道の塩

007,4事工修改槽化浄レイト衆公山前業事理管備整設施光観他のそ

小　　計 36,013

本
　
部
　
長
 

荻
澤
　
岳
彦

救
　
護
　
長
 

丸
山
　
直
樹

喇
　
叭
　
長
 

松
澤
　
聡
志

第
１
分
団
長
 

千
國
　
貞
吉

第
２
分
団
長
 

宮
島
　
照
洋

第
３
分
団
長
 

近
江
　
　
拓

第
４
分
団
長
 

田
辺
　
寛
倫

第
５
分
団
長
 

山
本
　
辰
明



（5）　広報おたり　令和６年４月号 広報おたり　令和６年４月号（4）

 

総
務
課

 

・
庶
務
係
 

相
澤
　
和
之

（
観
光
地
域
振
興
課
　
集
落
支
援
係
）

 

・
庶
務
係
 

松
本
　
逸
希

（
住
民
福
祉
課
　
住
民
係
）

 

・
税
務
係
長
 

丸
山
　
和
樹

（
観
光
地
域
振
興
課
　
観
光
商
工
係
長
）

 

・
税
務
係
 

村
越
　
和
也

（
建
設
水
道
課
　
水
道
係
）

 

・
企
画
財
政
係
 

小
林
　
大
悟

（
総
務
課
　
庶
務
係
）

 

議
会
事
務
局

 

・
議
会
事
務
局
長
 
山
田
　
久
志

（
観
光
地
域
振
興
課
長
）

 

会
計
室

 

・
会
計
管
理
者
 

山
田
　
邦
明

（
建
設
水
道
課
長
）

 

住
民
福
祉
課

 

・
住
民
福
祉
課
長
 
鷲
澤
　
美
幸

  

（
会
計
管
理
者
）

 

・
健
康
推
進
係
 

小
池
　
洋
輔

　
　
　（
住
民
福
祉
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

  

観
光
地
域
振
興
課

 

・
観
光
地
域
振
興
課
長

 

太
田
　
　
勝

（
教
育
委
員
会
　
教
育
課
長
）

 

・
観
光
商
工
係
長
 
宮
嶋
　
喜
久

（
総
務
課
　
税
務
係
長
）

 

・
農
林
係
 

丸
山
　
　
亮

　
　
　（
教
育
委
員
会
　
教
育
課

　
　
　
　
　
　
社
会
教
育
係
）

 

建
設
水
道
課

 

・
建
設
水
道
課
長
 
北
村
　
幸
治

（
議
会
事
務
局
長
）

 

・
建
設
係
 

湯
本
　
楓
人

（
総
務
課
　
税
務
係
）

 

・
水
道
係
 

北
川
　
政
憲

　
　
　（
観
光
地
域
振
興
課
　
農
林
係
）

 

教
育
委
員
会

 

・
教
育
委
員
会
教
育
課
長

 

佐
藤
　
孝
行

（
住
民
福
祉
課
長
）

 

・
社
会
教
育
係
 

荻
澤
　
岳
彦

（
総
務
課
　
庶
務
係
）

 

・
子
育
て
支
援
係
 
伊
藤
　
　
優

（
住
民
福
祉
課
　
健
康
推
進
係
）

 

・
小
谷
村
保
育
園
給
食
技
師

 

平
川
　
眞
弓

（
小
谷
村
共
同
調
理
場
給
食
技
師
）

 

・
小
谷
村
共
同
調
理
場
給
食
技
師

 

山
田
　
清
恵

（
小
谷
村
保
育
園
給
食
技
師
）

 

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
へ
派
遣

 

・
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合

 

横
川
　
祐
典

（
建
設
水
道
課
　
建
設
係
）

令和６年度当初予算
「信州小谷村」ふるさと応援基金活用事業

合計　1億6,071万7千円
豊かな暮らしづくりに関する事業

豊かな村づくりに関する事業

子どもたちの自然体験活動に関する事業

登山道・遊歩道及びトイレ等の環境整備に関する事業

単位：千円

人

　事

　異

　動

４
月
１
日
付
役
場
職
員
等
の
人
事
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（

　）
内
は
旧
任

異
　
動
　
者

退 

職 

職 

員

新 

規 

採 

用
住民福祉課

住民係

樺澤　広也

観光地域振興課

集落支援係

竹田　紗矢香

住民福祉課

地域包括支援センター

小林　 文

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
へ
派
遣

　
３
月
31
日
付
退
職
職
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

 
・
健
康
推
進
係
 

丸
山
　
千
恵

 

・
企
画
財
政
係
 

相
澤
　
　
友

総
務
課

議
会
事
務
局

会
計
室

住
民
福
祉
課

観
光
地
域
振
興
課

建
設
水
道
課

教
育
委
員
会

小
谷
村
消
防
団

新
体
制

団長

沖中　良偉

副団長

田原　勇介

副団長

村越　哲也

　
４
月
１
日
か
ら
新
体
制
と
な
っ

た
消
防
団
幹
部
の
皆
さ
ん
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

009金助補会窓同業事会窓同村谷小

000,1入購末端用業事スーリドイバデルタジデ者齢高費経般一画企

004,5金助補営運理管設施スネルェウ業事進促用利設施祉福会社

836,03連関営運の校高馬白業事策対校高域地

644,6流交のと国中・湾台業事修研流交外海

共同調理場維持管理一般経費 スチームコンベクションオーブン購入 3,190

小　　計 47,574

事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

000,1金助補費業事発開等品産特費経般一画企

むらづくり補助金 地域振興のために活動する組織等への補助 2,000

000,6助補のめたの行実画計りくづ域地金助補業事りくづ域地

000,3託委理管亭林なぶび及場プンャキ業事興振業林

766,5託委）り刈草（務業理管持維道林費経般一道林山治

725,93業事新更械機場工加菜山業事興振業産場地

観光地域づくり事業 地域プラットフォームホームページ管理委託 66

000,4金担負トッミサ原草費経般一トッミサ原草

小　　計 61,260

事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

009,3体全業事業事出創口人係関

008,1入購の券ンズーシーキス徒生童児費経般一局務事

保健体育一般経費 ジュニアスキー指導・大会等委託料 10,170

小　　計 15,870

事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

059,11理監工施、事工備整道木園然自業事理管園然自池栂

590,11体全業事業事理管園公立国

862,8体全業事業事備整道の塩

007,4事工修改槽化浄レイト衆公山前業事理管備整設施光観他のそ

小　　計 36,013

本
　
部
　
長
 

荻
澤
　
岳
彦

救
　
護
　
長
 

丸
山
　
直
樹

喇
　
叭
　
長
 

松
澤
　
聡
志

第
１
分
団
長
 

千
國
　
貞
吉

第
２
分
団
長
 

宮
島
　
照
洋

第
３
分
団
長
 

近
江
　
　
拓

第
４
分
団
長
 

田
辺
　
寛
倫

第
５
分
団
長
 

山
本
　
辰
明



広報おたり　令和６年４月号（6）（7）　広報おたり　令和６年４月号

　
小
谷
村
教
育
委
員
会
で
は
高
等
学
校
以

上
の
学
生
を
対
象
に
奨
学
金
貸
付
を
行
い

ま
す
。

　
３
月
25
日
か
ら
４
月
26
日
ま
で
教
育
委

員
会
総
務
学
校
係
に
て
申
請
の
受
付
及
び

申
請
書
類
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
申
請
書

類
の
提
出
期
間
は
６
月
３
日
か
ら
６
月
14

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
貸
与
の
可
否
に
つ

き
ま
し
て
は
教
育
委
員
会
に
て
審
査
決
定

を
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、条
件
を
満
た
す
場
合
に
限
り（
小

谷
村
に
戻
り
就
職
を
し
た
場
合
、
ま
た
は

小
谷
村
内
に
住
民
票
を
有
し
て
近
隣
市
町

村
に
通
う
場
合
）
償
還
金
の
減
免
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
貸
与
額

　
月
額
２
０
，
０
０
０
円
～

　
１
５
０
，
０
０
０
円

（
進
学
先
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

（
申
請
者
多
数
の
場
合
貸
与
額
の
調
整
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

■
貸
与
の
要
件

 

・
小
谷
村
に
居
住
し
て
い
る
者
。
も
し
く

は
小
谷
村
に
生
活
の
根
拠
を
有
す
る

者
。

 

・
成
績
が
良
好
で
健
康
で
あ
る
者
。

 

・
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
就
学
困
難
と
認

め
ら
れ
る
者
。

■
申
請
書
類
の
配
布
及
び
受
付
期
間

　
令
和
６
年
３
月
25
日
（
月
）
か
ら

　
令
和
６
年
４
月
26
日
（
金
）

※
教
育
委
員
会
で
受
付
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
際
に
申
請
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
。

■
申
請
書
提
出
期
間

　
令
和
６
年
６
月
３
日
（
月
）
か
ら

　
令
和
６
年
６
月
14
日
（
金
）

（
申
請
書
類
へ
必
要
事
項
を
記
入
し
、
添
付

書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

　
な
お
、
奨
学
金
貸
与
に
つ
き
ま
し
て
は
右

記
期
間
外
に
お
い
て
も
随
時
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
貸
与
で
き
な
い
方

 

・
日
本
学
生
支
援
機
構
ほ
か
、
他
の
制
度
に

よ
る
奨
学
金
を
貸
与
さ
れ
て
い
る
者
。

 

・
日
本
以
外
の
国
が
設
置
す
る
高
校
、
大
学

等
に
進
学
又
は
在
学
す
る
者
。

■
償
還
金
の
減
免

 

・
減
免
額
は
、
減
免
の
決
定
を
受
け
た
月
の

翌
月
分
の
償
還
金
か
ら
半
額
の
減
免
。

 

・
減
免
の
上
限
額
は
１
２
０
万
円

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
教
育
委
員
会
（
総
務
学
校
係
）

　
　
０
２
６
１
‐
８
２
‐
３
９
８
１

令
和
６
年
度

小
谷
村
奨
学
金
貸
与
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　令和６年度から、子育て世代包括支援センターは、新たに「小谷村こども家庭センター」としてスタートし
ます。
　今までは主に住民福祉課の健康推進係で母子保健業務を、教育委員会の子育て支援係で子育て相談や児童福
祉業務を担っていましたが、令和６年度から「小谷村こども家庭センター」として業務を一本化します。
　これまでと大きく内容が変わるわけではありませんが、妊娠期から０～18歳までのこどもとその家族を、切
れ目なく支援していくことを目的として窓口を一本化するもので、場所は現在の保健センターになります。妊娠
届の受付及び母子健康手帳の交付など住民福祉課で行っていた業務も４月からは「小谷村こども家庭センター」
で行います。実施する事業につきましては先月全戸配布したチラシに掲載しておりますので、ご一読ください。

小谷村こども家庭センターよりお知らせです

子育て世代包括支援センター（教育委員会  子育て支援係 ＋ 住民福祉課  健康推進係）
こども家庭総合支援拠点（教育委員会  子育て支援係）

妊娠前 妊娠期 出 産 産 後 子育て期

０歳 乳 児 幼 児 園 児 小学生 中学生 高校生

相談・支援

一体化

小谷村こども家庭センター（教育委員会　子育て支援係）
こどもの情報をこども家庭センターに集約し、年齢のステージ毎に主担当を置きながら、
それぞれが重なり合いつつ切れ目のない支援につなげる

連携

保健福祉事務所 医療機関 ふれあい広場

スクラム・ネット
そらいろ

キッズ・ウィル
保育園
幼稚園 小学校 中学校 高等学校

令和５年３月
までの体制

令和６年４月
より新設
されます

　
小
谷
村
で
は
、合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
・

管
理
を
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
浄
化
槽

法
で
定
め
る
清
掃
（
汲
み
取
り
）
費
用
に
つ

い
て
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

■
補
助
金
の
交
付
対
象
者

①
村
内
で
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
・
管

理
し
て
い
る
者

②
合
併
処
理
浄
化
槽
を
適
切
に
維
持
管
理

（
保
守
委
託
や
法
定
検
査
）
し
て
い
る
者

 

・
対
象
と
な
る
浄
化
槽
は
下
水
処
理
区
域
以

外
の
地
域
で
設
置
・
管
理
す
る
合
併
処
理

浄
化
槽
の
み
で
す
。

 

・
汲
取
り
式
や
単
独
浄
化
槽
は
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

■
補
助
金
額

　
清
掃
に
係
る
費
用
の
１
／
２

　
１
基
に
つ
き
年
１
回

　
上
限
２
０
，
０
０
０
円

■
申
請
方
法
等

 

・
合
併
処
理
浄
化
槽
の
清
掃
及
び
支
払
い
が

終
了
し
た
ら
交
付
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

・
交
付
申
請
時
に
は
、
清
掃
費
用
の
領
収

書
、
清
掃
の
記
録
、
直
近
２
回
分
の
維
持

管
理
点
検
表
、
法
定
検
査
結
果
書
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
補
助
金
申
請
を
予
定

し
て
い
る
方
は
無
く
さ
ず
に
保
管
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
水
道
課
水
道
係

　
　
８
２
‐
２
５
８
３

小
谷
村
合
併
処
理
浄
化
槽
清
掃
事
業
補
助
金
が

始
ま
り
ま
す

合
併
処
理
浄
化
槽
の
清
掃
終
了

交
付
申
請
書
兼
実
績
報
告
書
の
提
出

①
清
掃
に
係
る
領
収
書

②
清
掃
業
者
が
発
行
し
た
清
掃
の
記
録
表

③
直
近
２
回
分
の
維
持
管
理
点
検
表

④
法
定
検
査
結
果
書

※
右
記
の
提
出
が
な
い
と
適
正
な
管
理

の
状
況
が
確
認
で
き
ず
、
補
助
金
の

交
付
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

補
助
金
交
付
決
定
・
確
定

請
求
書
提
出
支
払
い
へ

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
費
補
助
制
度
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
度
も
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購

入
補
助
を
ご
利
用
で
き
ま
す
。

【
補
助
対
象
者
】

　
申
請
時
点
に
お
い
て
村
内
に
住
所
が
あ

り
、
か
つ
、
現
在
居
住
し
て
い
る
方

【
補
助
金
額
】

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
費
の
２
分
の
１
を
乗

じ
た
額
と
し
、
最
大
３
，
０
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
庶
務
係

　
　
０
２
６
１
‐
８
２
‐
２
０
２
４

　
令
和
６
年
４
月
６
日
（
土
）
～
４
月
15
日

（
月
）
の
間
、
春
の
交
通
安
全
運
動
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実

践
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
町
地
区
交
通
安
全
協
会
小
谷
支
部

　
事
務
局

　
総
務
課
庶
務
係
　
　
８
２
‐
２
０
２
４

春
の
交
通
安
全
運
動

に
つ
い
て



広報おたり　令和６年４月号（6）（7）　広報おたり　令和６年４月号

　
小
谷
村
教
育
委
員
会
で
は
高
等
学
校
以

上
の
学
生
を
対
象
に
奨
学
金
貸
付
を
行
い

ま
す
。

　
３
月
25
日
か
ら
４
月
26
日
ま
で
教
育
委

員
会
総
務
学
校
係
に
て
申
請
の
受
付
及
び

申
請
書
類
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
申
請
書

類
の
提
出
期
間
は
６
月
３
日
か
ら
６
月
14

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
貸
与
の
可
否
に
つ

き
ま
し
て
は
教
育
委
員
会
に
て
審
査
決
定

を
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、条
件
を
満
た
す
場
合
に
限
り（
小

谷
村
に
戻
り
就
職
を
し
た
場
合
、
ま
た
は

小
谷
村
内
に
住
民
票
を
有
し
て
近
隣
市
町

村
に
通
う
場
合
）
償
還
金
の
減
免
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
貸
与
額

　
月
額
２
０
，
０
０
０
円
～

　
１
５
０
，
０
０
０
円

（
進
学
先
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

（
申
請
者
多
数
の
場
合
貸
与
額
の
調
整
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

■
貸
与
の
要
件

 

・
小
谷
村
に
居
住
し
て
い
る
者
。
も
し
く

は
小
谷
村
に
生
活
の
根
拠
を
有
す
る

者
。

 

・
成
績
が
良
好
で
健
康
で
あ
る
者
。

 

・
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
就
学
困
難
と
認

め
ら
れ
る
者
。

■
申
請
書
類
の
配
布
及
び
受
付
期
間

　
令
和
６
年
３
月
25
日
（
月
）
か
ら

　
令
和
６
年
４
月
26
日
（
金
）

※
教
育
委
員
会
で
受
付
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
際
に
申
請
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
。

■
申
請
書
提
出
期
間

　
令
和
６
年
６
月
３
日
（
月
）
か
ら

　
令
和
６
年
６
月
14
日
（
金
）

（
申
請
書
類
へ
必
要
事
項
を
記
入
し
、
添
付

書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

　
な
お
、
奨
学
金
貸
与
に
つ
き
ま
し
て
は
右

記
期
間
外
に
お
い
て
も
随
時
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
貸
与
で
き
な
い
方

 

・
日
本
学
生
支
援
機
構
ほ
か
、
他
の
制
度
に

よ
る
奨
学
金
を
貸
与
さ
れ
て
い
る
者
。

 

・
日
本
以
外
の
国
が
設
置
す
る
高
校
、
大
学

等
に
進
学
又
は
在
学
す
る
者
。

■
償
還
金
の
減
免

 

・
減
免
額
は
、
減
免
の
決
定
を
受
け
た
月
の

翌
月
分
の
償
還
金
か
ら
半
額
の
減
免
。

 

・
減
免
の
上
限
額
は
１
２
０
万
円

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
教
育
委
員
会
（
総
務
学
校
係
）

　
　
０
２
６
１
‐
８
２
‐
３
９
８
１

令
和
６
年
度

小
谷
村
奨
学
金
貸
与
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　令和６年度から、子育て世代包括支援センターは、新たに「小谷村こども家庭センター」としてスタートし
ます。
　今までは主に住民福祉課の健康推進係で母子保健業務を、教育委員会の子育て支援係で子育て相談や児童福
祉業務を担っていましたが、令和６年度から「小谷村こども家庭センター」として業務を一本化します。
　これまでと大きく内容が変わるわけではありませんが、妊娠期から０～18歳までのこどもとその家族を、切
れ目なく支援していくことを目的として窓口を一本化するもので、場所は現在の保健センターになります。妊娠
届の受付及び母子健康手帳の交付など住民福祉課で行っていた業務も４月からは「小谷村こども家庭センター」
で行います。実施する事業につきましては先月全戸配布したチラシに掲載しておりますので、ご一読ください。

小谷村こども家庭センターよりお知らせです

子育て世代包括支援センター（教育委員会  子育て支援係 ＋ 住民福祉課  健康推進係）
こども家庭総合支援拠点（教育委員会  子育て支援係）

妊娠前 妊娠期 出 産 産 後 子育て期

０歳 乳 児 幼 児 園 児 小学生 中学生 高校生

相談・支援

一体化

小谷村こども家庭センター（教育委員会　子育て支援係）
こどもの情報をこども家庭センターに集約し、年齢のステージ毎に主担当を置きながら、
それぞれが重なり合いつつ切れ目のない支援につなげる

連携

保健福祉事務所 医療機関 ふれあい広場

スクラム・ネット
そらいろ

キッズ・ウィル
保育園
幼稚園 小学校 中学校 高等学校

令和５年３月
までの体制

令和６年４月
より新設
されます

　
小
谷
村
で
は
、合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
・

管
理
を
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
浄
化
槽

法
で
定
め
る
清
掃
（
汲
み
取
り
）
費
用
に
つ

い
て
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

■
補
助
金
の
交
付
対
象
者

①
村
内
で
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
・
管

理
し
て
い
る
者

②
合
併
処
理
浄
化
槽
を
適
切
に
維
持
管
理

（
保
守
委
託
や
法
定
検
査
）
し
て
い
る
者

 

・
対
象
と
な
る
浄
化
槽
は
下
水
処
理
区
域
以

外
の
地
域
で
設
置
・
管
理
す
る
合
併
処
理

浄
化
槽
の
み
で
す
。

 

・
汲
取
り
式
や
単
独
浄
化
槽
は
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

■
補
助
金
額

　
清
掃
に
係
る
費
用
の
１
／
２

　
１
基
に
つ
き
年
１
回

　
上
限
２
０
，
０
０
０
円

■
申
請
方
法
等

 

・
合
併
処
理
浄
化
槽
の
清
掃
及
び
支
払
い
が

終
了
し
た
ら
交
付
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

・
交
付
申
請
時
に
は
、
清
掃
費
用
の
領
収

書
、
清
掃
の
記
録
、
直
近
２
回
分
の
維
持

管
理
点
検
表
、
法
定
検
査
結
果
書
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
補
助
金
申
請
を
予
定

し
て
い
る
方
は
無
く
さ
ず
に
保
管
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
水
道
課
水
道
係

　
　
８
２
‐
２
５
８
３

小
谷
村
合
併
処
理
浄
化
槽
清
掃
事
業
補
助
金
が

始
ま
り
ま
す

合
併
処
理
浄
化
槽
の
清
掃
終
了

交
付
申
請
書
兼
実
績
報
告
書
の
提
出

①
清
掃
に
係
る
領
収
書

②
清
掃
業
者
が
発
行
し
た
清
掃
の
記
録
表

③
直
近
２
回
分
の
維
持
管
理
点
検
表

④
法
定
検
査
結
果
書

※
右
記
の
提
出
が
な
い
と
適
正
な
管
理

の
状
況
が
確
認
で
き
ず
、
補
助
金
の

交
付
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

補
助
金
交
付
決
定
・
確
定

請
求
書
提
出
支
払
い
へ

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
費
補
助
制
度
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
度
も
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購

入
補
助
を
ご
利
用
で
き
ま
す
。

【
補
助
対
象
者
】

　
申
請
時
点
に
お
い
て
村
内
に
住
所
が
あ

り
、
か
つ
、
現
在
居
住
し
て
い
る
方

【
補
助
金
額
】

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
費
の
２
分
の
１
を
乗

じ
た
額
と
し
、
最
大
３
，
０
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
庶
務
係

　
　
０
２
６
１
‐
８
２
‐
２
０
２
４

　
令
和
６
年
４
月
６
日
（
土
）
～
４
月
15
日

（
月
）
の
間
、
春
の
交
通
安
全
運
動
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実

践
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
町
地
区
交
通
安
全
協
会
小
谷
支
部

　
事
務
局

　
総
務
課
庶
務
係
　
　
８
２
‐
２
０
２
４

春
の
交
通
安
全
運
動

に
つ
い
て
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こ
れ
は
発
達
障
害
と
し
て
知
ら

れ
る
特
性
の
一
例
で
す
。

　
本
人
は
悪
気
が
な
く
、
む
し
ろ

一
生
懸
命
に
や
っ
て
い
る
の
に
、

こ
う
し
た
言
動
に
よ
り
周
り
の
人

か
ら
は「
空
気
が
読
め
な
い
人
」「
や

る
気
が
な
い
」「
能
力
不
足
」
な
ど

と
誤
解
さ
れ
、
敬
遠
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
発
達
障
害
と
は
、
生
ま
れ
つ
き

の
脳
の
働
き
方
の
凸
凹
（
で
こ
ぼ

こ
）
さ
に
よ
っ
て
、
社
会
生
活
に

困
難
を
き
た
し
て
い
る
状
態
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
発
達
障
害
の
あ

る
人
は
得
意
な
こ
と
と
苦
手
な
こ

と
の
差
が
非
常
に
大
き
く
、
能
力

が
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
発
達
障
害
は
、
特
性
が
見
た
目

か
ら
は
分
か
り
づ
ら
い
た
め
、
周

り
の
人
か
ら
は
「
本
人
の
努
力
が

足
り
な
い
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
本
人
が
努
力
を
し
て
も
な
か

な
か
改
善
が
難
し
い
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
発
達
障

害
は
病
気
で
は
な
く
生
ま
れ
つ
き

の
特
性
の
た
め
、
根
本
的
に
治
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

症
状
に
よ
っ
て
は
薬
で
和
ら
げ
た

り
、
生
活
環
境
を
整
え
た
り
、
対

処
法
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
、
生

き
づ
ら
さ
を
改
善
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
発
達
障
害
は
、
子
ど
も
の
う
ち

に
見
つ
け
ら
れ
る
も
の
だ
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
大
人
に

な
っ
て
か
ら
気
づ
く
場
合
も
意
外

と
多
い
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
た
か
。

　
子
ど
も
の
頃
は
関
係
す
る
人
が

限
定
さ
れ
た
り
、
一
緒
に
い
る
人

を
選
ぶ
こ
と
も
で
き
る
た
め
違
い

に
気
づ
か
ず
、
大
人
に
な
っ
て
か

ら
仕
事
の
つ
ま
ず
き
や
周
囲
と
の

ず
れ
や
摩
擦
な
ど
で
生
き
づ
ら
さ

を
感
じ
、
自
分
が
発
達
障
害
で
あ

る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
生
き
づ
ら

さ
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
、
う
つ
病
や

引
き
こ
も
り
、
依
存
症
な
ど
の
二

次
障
害
に
苦
し
む
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

 

　
発
達
障
害
が
ど
の
よ
う
に
現

れ
、
ど
の
程
度
困
難
な
の
か
は
人

そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
り
ま
す
。ま
た
、

周
り
の
環
境
や
接
し
方
に
よ
っ
て

も
多
様
に
変
化
し
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
気
づ
く

発
達
障
害
の
特
性
の
代
表
例
を
二

つ
紹
介
し
ま
す
。

　
障
害
の
特
性
は
一
人
ひ
と
り

様
々
な
の
で
、
ま
ず
は
自
分
の
特

性
に
気
づ
き
、
理
解
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。自
分
は
何
が
苦
手
で
、

ど
う
困
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
何

が
得
意
で
強
み
な
の
か
な
ど
、
あ

り
の
ま
ま
の
自
分
を
知
り
、
生
活

を
少
し
工
夫
し
た
り
、
そ
の
特
性

を
周
囲
の
人
に
伝
え
て
支
援
を
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
気
持
ち
が
楽

に
な
っ
て
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も

成
長
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　
大
人
の
発
達
障
害
の
理
解
や
支

援
は
、
ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
す
。
私
た
ち
は
、
お
互
い
に

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
発
達
障
害
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
、
適
切
な
配
慮
や
支
援
を

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
も
し
も
発

達
障
害
に
つ
い
て
困
っ
た
こ
と
や

不
安
、悩
み
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
医
療
機
関
（
精

神
科
、
心
療
内
科
）
や
専
門
的
な

相
談
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　

８
２
‐
２
５
７
０

普
段
の
生
活
の
中
で
、
こ
ん
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

大
人
の
発
達
障
害
っ
て
何
だ
ろ
う
？

発
達
障
害
っ
て
何
だ
ろ
う
？

ど
う
し
て
、
大
人
に

な
っ
て
か
ら
気
づ
く
の
？

発
達
障
害
に
は
、
様
々
な

現
れ
方
が
あ
り
ま
す 

 

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で
、
他
者
へ
の
興
味
が
薄
い
。

 

・
相
手
の
気
持
ち
や
場
の
空
気
が
読
め
ず
、　
冗
談
や
比
喩
が
理
解
で

き
な
い
。

 

・
こ
だ
わ
り
が
強
く
、
融
通
が
利
か
な
い
。

 

・
光
や
音
な
ど
に
対
す
る
感
覚
が
過
敏
ま
た
は
鈍
麻
。

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
（
Ａ
Ｓ
Ｄ
）
の
Ａ
さ
ん
の
特
徴

ル
ー
ル
を
守
る
真
面
目
さ
や
、
行
動
に
裏
表

が
な
く
誠
実
な
方
が
多
い
。

こ
ん
な
サ
ポ
ー
ト
が
欲
し
い
で
す

 

・
指
示
す
る
時
は
、
具
体
的
に
短
い
文
章
で
言
っ
て
も
ら

え
る
と
理
解
し
や
す
い
で
す
。

 

・
説
明
は
口
頭
だ
け
で
な
く
、
メ
モ
や
手
順
書
と
い
っ
た
目
で
見
て
分

か
る
資
料
が
一
緒
に
あ
る
と
理
解
し
や
す
い
で
す
。

 

・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
は
前
も
っ
て
伝
え
て
欲
し
い
で
す
。

言
い
換
え
る
と
…

 

・
注
意
し
続
け
る
の
が
難
し
く
、
作
業
に
ミ
ス
が
生
じ
や
す
い
。

 

・
忘
れ
物
や
遅
刻
が
多
い
。

 

・
待
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
考
え
る
よ
り
も
先
に
動
く
。

 

・
し
ゃ
べ
り
す
ぎ
る
。

注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
の
Ｂ
さ
ん
の
特
徴

興
味
の
あ
る
こ
と
に
は
集
中
し
、フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
軽
さ
か
ら
独
創
性
に
富
ん
だ
方
が
多
い
。

こ
ん
な
サ
ポ
ー
ト
が
欲
し
い
で
す

 

・
気
が
散
り
や
す
い
の
で
、
つ
い
た
て
で
仕
切
っ
た
り
、

静
か
な
環
境
を
作
っ
て
も
ら
う
と
集
中
で
き
ま
す
。

 

・
マ
ル
チ
タ
ス
ク
が
苦
手
な
の
で
、
作
業
は
一
つ
ず
つ
指
示
し
て
も
ら

う
と
抜
け
や
漏
れ
が
防
げ
ま
す
。

 

・
物
事
の
優
先
順
位
を
決
め
る
の
が
難
し
い
の
で
、
一
緒
に
計
画
し
て

進
捗
を
確
認
し
て
欲
し
い
で
す
。

 
・
自
分
か
ら
相
談
す
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
、
頻
繁
に
定
期
的
に
話
が

で
き
る
機
会
を
作
っ
て
欲
し
い
で
す
。

言
い
換
え
る
と
…

ＡさんＢさん

自
分
ら
し
く
生
き
る
方
法

を
見
つ
け
ま
し
ょ
う

遅刻が多かったり、
頼まれた仕事を忘れ
てしまう。

複数の仕事を同時に
こなすのが苦手で、
予定の変更が起きる
と混乱する。

初めてのことや、
わずかな変化に不
安を伴いやすい。

メモを取るのが苦手
で、同じミスを繰り
返してしまう。

言葉が足りず、上司
や同僚を怒らせてし
まう。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
小
谷
村
で
は
、
社
会
参
加
の
一

環
と
し
て
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
65
歳
以

上
な
ら
参
加
で
き
る
介
護
予
防
事

業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

対
象
　
65
歳
以
上
な
ら
誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

場
所
　
地
区
の
公
民
館
及
び
お
た

り
つ
ぐ
ら

日
程
　
各
地
区
　
月
1
回

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

参
加
費
　
３
０
０
円

内
容
　
体
操
、
ク
ッ
キ
ン
グ
、
ク

リ
ス
マ
ス
会
、
ダ
ン
ス
鑑
賞
等

月
ご
と
に
企
画
し
て
い
ま
す
。

※
小
谷
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
委

託
。

　
　

対
象
　
誰
で
も
参
加
可
能
で
す
。

場
所
　
役
場
視
聴
覚
室

日
程
　
毎
月
第
３
木
曜
日

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

内
容
　
理
学
療
法
士
に
よ
る
自
宅

で
も
で
き
る
簡
単
な
体
操
、
介

護
保
険
や
成
年
後
見
制
度
等
の

ミ
ニ
講
話
、
年
１
回
外
へ
の
お

出
か
け
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

対
象
　
65
歳
以
上
の
方
な
ら
誰
で

も
参
加
可
能
で
す
。

場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら

ぎ
、
お
た
り
つ
ぐ
ら

日
程
　
毎
月
1
回

　
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

内
容
　
地
域
の
馴
染
み
の
人
と
外

出
の
機
会
を
作
り
社
会
参
加
の

場
を
作
っ
て
い
ま
す
。

対
象
　
誰
で
も
参
加
可
能
で
す
。

場
所
　
役
場
視
聴
覚
室
等

日
程
　
年
３
回
程
度
（
６
月
、
11

月
、
３
月
を
予
定
）

内
容
　
Ｓ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ク
ラ
ブ
小

谷
の
健
康
運
動
士
や
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
理
学
療
法
士

に
よ
る
体
操
教
室
で
す
。

対
象
　
65
歳
以
上
の
方
な
ら
誰
で

も
参
加
可
能
で
す
。

場
所
　
サ
ン
テ
イ
ン
お
た
り
多
目

的
ホ
ー
ル

日
程
　
毎
週
火
曜
日

　
午
後
１
時
～
２
時
30
分

内
容
　
み
ん
な
で
懐
か
し
い
歌
を

唄
っ
て
い
ま
す
。

　
人
と
話
を
し
て
定
期
的
に
他
者

と
の
交
流
を
す
る
こ
と
で
い
つ
ま

で
も
健
康
な
体
と
心
を
維
持
し
ま

し
ょ
う
。
社
会
参
加
の
一
つ
と
し

て
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
８
２
‐
３
１
３
５

■
参
加
者

　
大
北
地
区
に
居
住
す
る
障
が
い

者
と
そ
の
家
族
そ
の
他
一
般
住
民

の
方

■
日
時

　
令
和
６
年
６
月
29
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
40
分

■
場
所
　
大
町
市
総
合
体
育
館

 

（
大
町
市
常
盤
５
６
３
８
‐
４
４
）

■
主
催
　

　
大
北
地
区
障
が
い
者
運
動
会
実

行
委
員
会
（
構
成
団
体

：

福
祉
関

係
団
体
及
び
行
政
機
関
）

■
競
技
内
容
等

　
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
玉
入

れ
、
パ
ン
食
い
競
争
な
ど

※
競
技
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
障
が
い

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
楽

し
め
る
内
容
と
す
る
予
定
で

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
８
２
‐
２
４
３
０

■
募
集
期
間

　
令
和
６
年
４
月
５
日
（
金
）
か

ら
令
和
６
年
5
月
27
日
（
月
）

（
参
加
人
数
に
よ
っ
て
は
、
募
集

期
間
を
短
縮
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。）

■
実
行
委
員
会
事
務
局

　
長
野
県
大
町
保
健
福
祉
事
務
所

　
福
祉
課
福
祉
係

　
　
２
３
‐
６
５
０
８

　
　
２
３
‐
６
５
０
９

　
ご
家
族
や
仲
間
と
一
緒
に
、
楽

し
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　
皆
さ
ま
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

大
北
地
区
障
が
い
者
運
動
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　（
長
野
県
大
町
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
６
年
度  

大
北
地
区
障
が
い
者
運
動
会
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

ら
く
ら
く
サ
ロ
ン

ず
く
ま
め
会

ず
く
だ
せ
会

介
護
予
防
体
操
教
室

歌
ご
え
健
茶
会
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こ
れ
は
発
達
障
害
と
し
て
知
ら

れ
る
特
性
の
一
例
で
す
。

　
本
人
は
悪
気
が
な
く
、
む
し
ろ

一
生
懸
命
に
や
っ
て
い
る
の
に
、

こ
う
し
た
言
動
に
よ
り
周
り
の
人

か
ら
は「
空
気
が
読
め
な
い
人
」「
や

る
気
が
な
い
」「
能
力
不
足
」
な
ど

と
誤
解
さ
れ
、
敬
遠
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
発
達
障
害
と
は
、
生
ま
れ
つ
き

の
脳
の
働
き
方
の
凸
凹
（
で
こ
ぼ

こ
）
さ
に
よ
っ
て
、
社
会
生
活
に

困
難
を
き
た
し
て
い
る
状
態
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
発
達
障
害
の
あ

る
人
は
得
意
な
こ
と
と
苦
手
な
こ

と
の
差
が
非
常
に
大
き
く
、
能
力

が
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
発
達
障
害
は
、
特
性
が
見
た
目

か
ら
は
分
か
り
づ
ら
い
た
め
、
周

り
の
人
か
ら
は
「
本
人
の
努
力
が

足
り
な
い
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
本
人
が
努
力
を
し
て
も
な
か

な
か
改
善
が
難
し
い
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
発
達
障

害
は
病
気
で
は
な
く
生
ま
れ
つ
き

の
特
性
の
た
め
、
根
本
的
に
治
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

症
状
に
よ
っ
て
は
薬
で
和
ら
げ
た

り
、
生
活
環
境
を
整
え
た
り
、
対

処
法
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
、
生

き
づ
ら
さ
を
改
善
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
発
達
障
害
は
、
子
ど
も
の
う
ち

に
見
つ
け
ら
れ
る
も
の
だ
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
大
人
に

な
っ
て
か
ら
気
づ
く
場
合
も
意
外

と
多
い
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
た
か
。

　
子
ど
も
の
頃
は
関
係
す
る
人
が

限
定
さ
れ
た
り
、
一
緒
に
い
る
人

を
選
ぶ
こ
と
も
で
き
る
た
め
違
い

に
気
づ
か
ず
、
大
人
に
な
っ
て
か

ら
仕
事
の
つ
ま
ず
き
や
周
囲
と
の

ず
れ
や
摩
擦
な
ど
で
生
き
づ
ら
さ

を
感
じ
、
自
分
が
発
達
障
害
で
あ

る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
生
き
づ
ら

さ
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
、
う
つ
病
や

引
き
こ
も
り
、
依
存
症
な
ど
の
二

次
障
害
に
苦
し
む
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

 

　
発
達
障
害
が
ど
の
よ
う
に
現

れ
、
ど
の
程
度
困
難
な
の
か
は
人

そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
り
ま
す
。ま
た
、

周
り
の
環
境
や
接
し
方
に
よ
っ
て

も
多
様
に
変
化
し
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
気
づ
く

発
達
障
害
の
特
性
の
代
表
例
を
二

つ
紹
介
し
ま
す
。

　
障
害
の
特
性
は
一
人
ひ
と
り

様
々
な
の
で
、
ま
ず
は
自
分
の
特

性
に
気
づ
き
、
理
解
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。自
分
は
何
が
苦
手
で
、

ど
う
困
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
何

が
得
意
で
強
み
な
の
か
な
ど
、
あ

り
の
ま
ま
の
自
分
を
知
り
、
生
活

を
少
し
工
夫
し
た
り
、
そ
の
特
性

を
周
囲
の
人
に
伝
え
て
支
援
を
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
気
持
ち
が
楽

に
な
っ
て
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も

成
長
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　
大
人
の
発
達
障
害
の
理
解
や
支

援
は
、
ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
す
。
私
た
ち
は
、
お
互
い
に

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
発
達
障
害
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
、
適
切
な
配
慮
や
支
援
を

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
も
し
も
発

達
障
害
に
つ
い
て
困
っ
た
こ
と
や

不
安
、悩
み
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
医
療
機
関
（
精

神
科
、
心
療
内
科
）
や
専
門
的
な

相
談
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　

８
２
‐
２
５
７
０

普
段
の
生
活
の
中
で
、
こ
ん
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

大
人
の
発
達
障
害
っ
て
何
だ
ろ
う
？

発
達
障
害
っ
て
何
だ
ろ
う
？

ど
う
し
て
、
大
人
に

な
っ
て
か
ら
気
づ
く
の
？

発
達
障
害
に
は
、
様
々
な

現
れ
方
が
あ
り
ま
す 

 

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で
、
他
者
へ
の
興
味
が
薄
い
。

 

・
相
手
の
気
持
ち
や
場
の
空
気
が
読
め
ず
、　
冗
談
や
比
喩
が
理
解
で

き
な
い
。

 

・
こ
だ
わ
り
が
強
く
、
融
通
が
利
か
な
い
。

 

・
光
や
音
な
ど
に
対
す
る
感
覚
が
過
敏
ま
た
は
鈍
麻
。

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
（
Ａ
Ｓ
Ｄ
）
の
Ａ
さ
ん
の
特
徴

ル
ー
ル
を
守
る
真
面
目
さ
や
、
行
動
に
裏
表

が
な
く
誠
実
な
方
が
多
い
。

こ
ん
な
サ
ポ
ー
ト
が
欲
し
い
で
す

 

・
指
示
す
る
時
は
、
具
体
的
に
短
い
文
章
で
言
っ
て
も
ら

え
る
と
理
解
し
や
す
い
で
す
。

 

・
説
明
は
口
頭
だ
け
で
な
く
、
メ
モ
や
手
順
書
と
い
っ
た
目
で
見
て
分

か
る
資
料
が
一
緒
に
あ
る
と
理
解
し
や
す
い
で
す
。

 

・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
は
前
も
っ
て
伝
え
て
欲
し
い
で
す
。

言
い
換
え
る
と
…

 

・
注
意
し
続
け
る
の
が
難
し
く
、
作
業
に
ミ
ス
が
生
じ
や
す
い
。

 

・
忘
れ
物
や
遅
刻
が
多
い
。

 

・
待
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
考
え
る
よ
り
も
先
に
動
く
。

 

・
し
ゃ
べ
り
す
ぎ
る
。

注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
の
Ｂ
さ
ん
の
特
徴

興
味
の
あ
る
こ
と
に
は
集
中
し
、フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
軽
さ
か
ら
独
創
性
に
富
ん
だ
方
が
多
い
。

こ
ん
な
サ
ポ
ー
ト
が
欲
し
い
で
す

 

・
気
が
散
り
や
す
い
の
で
、
つ
い
た
て
で
仕
切
っ
た
り
、

静
か
な
環
境
を
作
っ
て
も
ら
う
と
集
中
で
き
ま
す
。

 

・
マ
ル
チ
タ
ス
ク
が
苦
手
な
の
で
、
作
業
は
一
つ
ず
つ
指
示
し
て
も
ら

う
と
抜
け
や
漏
れ
が
防
げ
ま
す
。

 

・
物
事
の
優
先
順
位
を
決
め
る
の
が
難
し
い
の
で
、
一
緒
に
計
画
し
て

進
捗
を
確
認
し
て
欲
し
い
で
す
。

 

・
自
分
か
ら
相
談
す
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
、
頻
繁
に
定
期
的
に
話
が

で
き
る
機
会
を
作
っ
て
欲
し
い
で
す
。

言
い
換
え
る
と
…

ＡさんＢさん

自
分
ら
し
く
生
き
る
方
法

を
見
つ
け
ま
し
ょ
う

遅刻が多かったり、
頼まれた仕事を忘れ
てしまう。

複数の仕事を同時に
こなすのが苦手で、
予定の変更が起きる
と混乱する。

初めてのことや、
わずかな変化に不
安を伴いやすい。

メモを取るのが苦手
で、同じミスを繰り
返してしまう。

言葉が足りず、上司
や同僚を怒らせてし
まう。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
小
谷
村
で
は
、
社
会
参
加
の
一

環
と
し
て
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
65
歳
以

上
な
ら
参
加
で
き
る
介
護
予
防
事

業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

対
象
　
65
歳
以
上
な
ら
誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

場
所
　
地
区
の
公
民
館
及
び
お
た

り
つ
ぐ
ら

日
程
　
各
地
区
　
月
1
回

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

参
加
費
　
３
０
０
円

内
容
　
体
操
、
ク
ッ
キ
ン
グ
、
ク

リ
ス
マ
ス
会
、
ダ
ン
ス
鑑
賞
等

月
ご
と
に
企
画
し
て
い
ま
す
。

※
小
谷
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
委

託
。

　
　

対
象
　
誰
で
も
参
加
可
能
で
す
。

場
所
　
役
場
視
聴
覚
室

日
程
　
毎
月
第
３
木
曜
日

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

内
容
　
理
学
療
法
士
に
よ
る
自
宅

で
も
で
き
る
簡
単
な
体
操
、
介

護
保
険
や
成
年
後
見
制
度
等
の

ミ
ニ
講
話
、
年
１
回
外
へ
の
お

出
か
け
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

対
象
　
65
歳
以
上
の
方
な
ら
誰
で

も
参
加
可
能
で
す
。

場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら

ぎ
、
お
た
り
つ
ぐ
ら

日
程
　
毎
月
1
回

　
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

内
容
　
地
域
の
馴
染
み
の
人
と
外

出
の
機
会
を
作
り
社
会
参
加
の

場
を
作
っ
て
い
ま
す
。

対
象
　
誰
で
も
参
加
可
能
で
す
。

場
所
　
役
場
視
聴
覚
室
等

日
程
　
年
３
回
程
度
（
６
月
、
11

月
、
３
月
を
予
定
）

内
容
　
Ｓ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ク
ラ
ブ
小

谷
の
健
康
運
動
士
や
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
理
学
療
法
士

に
よ
る
体
操
教
室
で
す
。

対
象
　
65
歳
以
上
の
方
な
ら
誰
で

も
参
加
可
能
で
す
。

場
所
　
サ
ン
テ
イ
ン
お
た
り
多
目

的
ホ
ー
ル

日
程
　
毎
週
火
曜
日

　
午
後
１
時
～
２
時
30
分

内
容
　
み
ん
な
で
懐
か
し
い
歌
を

唄
っ
て
い
ま
す
。

　
人
と
話
を
し
て
定
期
的
に
他
者

と
の
交
流
を
す
る
こ
と
で
い
つ
ま

で
も
健
康
な
体
と
心
を
維
持
し
ま

し
ょ
う
。
社
会
参
加
の
一
つ
と
し

て
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
８
２
‐
３
１
３
５

■
参
加
者

　
大
北
地
区
に
居
住
す
る
障
が
い

者
と
そ
の
家
族
そ
の
他
一
般
住
民

の
方

■
日
時

　
令
和
６
年
６
月
29
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
40
分

■
場
所
　
大
町
市
総
合
体
育
館

 

（
大
町
市
常
盤
５
６
３
８
‐
４
４
）

■
主
催
　

　
大
北
地
区
障
が
い
者
運
動
会
実

行
委
員
会
（
構
成
団
体

：

福
祉
関

係
団
体
及
び
行
政
機
関
）

■
競
技
内
容
等

　
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
玉
入

れ
、
パ
ン
食
い
競
争
な
ど

※
競
技
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
障
が
い

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
楽

し
め
る
内
容
と
す
る
予
定
で

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
８
２
‐
２
４
３
０

■
募
集
期
間

　
令
和
６
年
４
月
５
日
（
金
）
か

ら
令
和
６
年
5
月
27
日
（
月
）

（
参
加
人
数
に
よ
っ
て
は
、
募
集

期
間
を
短
縮
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。）

■
実
行
委
員
会
事
務
局

　
長
野
県
大
町
保
健
福
祉
事
務
所

　
福
祉
課
福
祉
係

　
　
２
３
‐
６
５
０
８

　
　
２
３
‐
６
５
０
９

　
ご
家
族
や
仲
間
と
一
緒
に
、
楽

し
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　
皆
さ
ま
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

大
北
地
区
障
が
い
者
運
動
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　（
長
野
県
大
町
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
６
年
度  

大
北
地
区
障
が
い
者
運
動
会
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

ら
く
ら
く
サ
ロ
ン

ず
く
ま
め
会

ず
く
だ
せ
会

介
護
予
防
体
操
教
室

歌
ご
え
健
茶
会
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日
常
的
に
塩
分
を
摂
り
す
ぎ
る

こ
と
は
、
高
血
圧
、
そ
れ
を
原
因

と
す
る
脳
血
管
疾
患
、
虚
血
性
心

疾
患
、
慢
性
腎
臓
病
な
ど
の
要
因

に
な
る
と
言
わ
れ
、「
減
塩
」
の

必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

『
自
分
が
日
頃
ど
れ
く
ら
い
の
塩

分
を
摂
っ
て
い
る
の
か
』
を
知
る

た
め
に
、
小
谷
村
で
は
“
尿
中
塩

分
推
定
摂
取
量
検
査
”
を
以
下
の

と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
役
場

健
康
推
進
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
対
象
者

　
小
谷
村
に
住
所
を
有
す
る
方

■
検
査
日
時

　
検
査
尿
は
役
場
健
康
推
進
係
へ

提
出
し
て
い
た
だ
き
、
結
果
は
１

尿検査で１日の

推定塩分摂取量を

測って

みませんか？

週
間
後
を
目
安
に
郵
送
い
た
し
ま

す
。

■
検
査
費
用

　
１
回
３
０
０
円

■
そ
の
他

　
希
望
さ
れ
る
方
へ
は
事
前
に
検

査
用
尿
容
器
を
送
付
い
た
し
ま
す

の
で
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　
８
２
‐
２
５
７
０

検査尿の提出日 （時間：午前９時～10時）

令和６年４月17日（水） 　　　　10月17日（木）

　　　　５月17日（金） 　　　　11月18日（月）

　　　　６月17日（月） 　　　　12月17日（火）

　　　　７月17日（水） 令和７年１月17日（金）

　　　　８月19日（月） 　　　　２月17日（月）

　　　　９月17日（火） 　　　　３月17日（月）

　
長
年
に
わ
た
り
、
下
里
瀬
地
区
で
歯
科
医

院
を
営
む
小
谷
歯
科
医
院
の
岡
島
省
三
先
生

が
、
日
本
歯
科
医
師
会
会
員
有
功
章
を
受
賞

さ
れ
、
３
月
15
日
に
授
賞
式
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
賞
は
、
困
難
な
る
環
境
の
中
で

30
年
以
上
歯
科
診
療
に
従
事
し
、
地
域
社
会

の
歯
科
保
健
衛
生
の
向
上
に
特
に
著
し
い
功

労
が
あ
っ
た
方
に
贈
ら
れ
ま
す
。

　
岡
島
先
生
は
、
山
間
部
の
豪
雪
地
帯
で
あ

り
、
無
歯
科
医
村
で
あ
っ
た
当
村
に
お
い
て

昭
和
52
年
6
月
に
開
業
し
、
村
唯
一
の
歯
科

医
と
し
て
46
年
間
、
村
民
や
地
域
住
民
の
歯

小
谷
歯
科
　
岡 

島
　
省 

三  

先
生

　
日
本
歯
科
医
師
会
会
員
有
功
章 

を
受
賞

の
健
康
を
守
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
医
院
で
の
診
療
の
み
な
ら
ず
、
開
業
当
時

村
内
の
小
中
学
校
（
小
学
校
３
校
、
分
校
１

校
、
中
学
校
３
校
）
で
行
っ
て
い
た
長
野
県

巡
回
歯
科
診
療
車
に
よ
る
健
診
・
緊
急
処
置

治
療
に
携
わ
っ
た
の
ち
、
昭
和
58
年
か
ら
通

算
40
年
に
わ
た
り
学
校
歯
科
医
と
し
て
従
事

さ
れ
、
現
在
も
歯
科
健
診
及
び
歯
科
疾
患
へ

の
早
期
対
応
、
学
校
歯
科
保
健
の
管
理
体
制

に
対
す
る
指
導
・
助
言
を
行
う
な
ど
、
学
校

歯
科
保
健
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

乳
幼
児
か
ら
成
人
に
至
る
ま
で
各
種
歯
科
口

腔
事
業
に
携
わ
る
な
ど
、
地
域
社
会
の
歯
科

保
健
衛
生
の
向
上
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
受
賞
に
際
し
、岡
島
先
生
は
「
40
数
年
間
、

こ
こ
で
診
察
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
小

谷
村
や
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の

お
か
げ
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。」
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
地
域
住
民
の
歯
科
保
健
衛
生
向
上

の
た
め
に
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



広報おたり　令和６年４月号（10）（11）　広報おたり　令和６年４月号

　
日
常
的
に
塩
分
を
摂
り
す
ぎ
る

こ
と
は
、
高
血
圧
、
そ
れ
を
原
因

と
す
る
脳
血
管
疾
患
、
虚
血
性
心

疾
患
、
慢
性
腎
臓
病
な
ど
の
要
因

に
な
る
と
言
わ
れ
、「
減
塩
」
の

必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

『
自
分
が
日
頃
ど
れ
く
ら
い
の
塩

分
を
摂
っ
て
い
る
の
か
』
を
知
る

た
め
に
、
小
谷
村
で
は
“
尿
中
塩

分
推
定
摂
取
量
検
査
”
を
以
下
の

と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
役
場

健
康
推
進
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
対
象
者

　
小
谷
村
に
住
所
を
有
す
る
方

■
検
査
日
時

　
検
査
尿
は
役
場
健
康
推
進
係
へ

提
出
し
て
い
た
だ
き
、
結
果
は
１

尿検査で１日の

推定塩分摂取量を

測って

みませんか？

週
間
後
を
目
安
に
郵
送
い
た
し
ま

す
。

■
検
査
費
用

　
１
回
３
０
０
円

■
そ
の
他

　
希
望
さ
れ
る
方
へ
は
事
前
に
検

査
用
尿
容
器
を
送
付
い
た
し
ま
す

の
で
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　
８
２
‐
２
５
７
０

検査尿の提出日 （時間：午前９時～10時）

令和６年４月17日（水） 　　　　10月17日（木）

　　　　５月17日（金） 　　　　11月18日（月）

　　　　６月17日（月） 　　　　12月17日（火）

　　　　７月17日（水） 令和７年１月17日（金）

　　　　８月19日（月） 　　　　２月17日（月）

　　　　９月17日（火） 　　　　３月17日（月）

　
長
年
に
わ
た
り
、
下
里
瀬
地
区
で
歯
科
医

院
を
営
む
小
谷
歯
科
医
院
の
岡
島
省
三
先
生

が
、
日
本
歯
科
医
師
会
会
員
有
功
章
を
受
賞

さ
れ
、
３
月
15
日
に
授
賞
式
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
賞
は
、
困
難
な
る
環
境
の
中
で

30
年
以
上
歯
科
診
療
に
従
事
し
、
地
域
社
会

の
歯
科
保
健
衛
生
の
向
上
に
特
に
著
し
い
功

労
が
あ
っ
た
方
に
贈
ら
れ
ま
す
。

　
岡
島
先
生
は
、
山
間
部
の
豪
雪
地
帯
で
あ

り
、
無
歯
科
医
村
で
あ
っ
た
当
村
に
お
い
て

昭
和
52
年
6
月
に
開
業
し
、
村
唯
一
の
歯
科

医
と
し
て
46
年
間
、
村
民
や
地
域
住
民
の
歯

小
谷
歯
科
　
岡 

島
　
省 

三  

先
生

　
日
本
歯
科
医
師
会
会
員
有
功
章 

を
受
賞

の
健
康
を
守
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
医
院
で
の
診
療
の
み
な
ら
ず
、
開
業
当
時

村
内
の
小
中
学
校
（
小
学
校
３
校
、
分
校
１

校
、
中
学
校
３
校
）
で
行
っ
て
い
た
長
野
県

巡
回
歯
科
診
療
車
に
よ
る
健
診
・
緊
急
処
置

治
療
に
携
わ
っ
た
の
ち
、
昭
和
58
年
か
ら
通

算
40
年
に
わ
た
り
学
校
歯
科
医
と
し
て
従
事

さ
れ
、
現
在
も
歯
科
健
診
及
び
歯
科
疾
患
へ

の
早
期
対
応
、
学
校
歯
科
保
健
の
管
理
体
制

に
対
す
る
指
導
・
助
言
を
行
う
な
ど
、
学
校

歯
科
保
健
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

乳
幼
児
か
ら
成
人
に
至
る
ま
で
各
種
歯
科
口

腔
事
業
に
携
わ
る
な
ど
、
地
域
社
会
の
歯
科

保
健
衛
生
の
向
上
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
受
賞
に
際
し
、岡
島
先
生
は
「
40
数
年
間
、

こ
こ
で
診
察
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
小

谷
村
や
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の

お
か
げ
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。」
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
地
域
住
民
の
歯
科
保
健
衛
生
向
上

の
た
め
に
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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令和６年４月発行　■人口 2,667 人　男 1,389 人　女 1,278 人　■世帯数　1,257 戸 （R６.３.31 現在）

■小谷村役場　電話 0261-82-2001　ホームページアドレス https://www.vill.otari.nagano.jp

小谷村大糸線振興会議

切符は南小谷駅で買おう
列車を見かけたら、手を振ろう

＊毎月５日と20日は「交通安全の日」です。

＊４のつく日（４日・14日・24日）は
　「シートベルト・チャイルドシート啓発の日」です。

　交通事故防止のため、交通ルールの遵守と正しい交通マナー
の実践をお願いします。

交通安全啓発日について

■お問い合わせ
　大町地区交通安全協会小谷支部事務局
　総務課庶務係　　８２‐２０２４

●お悔やみ

年齢 地区 親族氏　名

深澤　俊秀 74 歳 栂池南 健悟

●あかちゃん

地区 保護者氏　名

栂池南 広大・美香佐沢　知隼
さ ざわ ち はや

相澤　文明 70 歳 松本 宏治

※出生・死亡は希望掲載です。住民だより （令和６年２月届出分）

　
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い
る

方
は
４
月
25
日
（
木
）
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
25
日
の
定
期
振
替

が
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
５
月
10

日
（
金
）
に
再
振
替
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 ４

　
月

今
月
の
納
税

税
　
目

期
　
別

納
期
限

固
定
資
産
税

１
期

４
月
30
日（
火
）

小
谷
村
農
業
委
員
会

令
和
６
年
度

定
例
会
の
お
知
ら
せ

次
回
の
開
会
予
定

　
４
月
22
日
（
月
）

　
午
後
４
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
）

　
　
８
２‐

２
５
８
８

４月２日は世界自閉症デー、
４月２～８日は発達障害啓発週間です
　厚生労働省及び関係団体が協力して、自閉症をは
じめとする発達障害について広くご理解いただける
ように、啓発活動に取り組んでいます。
　また、発達障害に関する相談などは、「長野県発達
障がい情報・支援センター（　 02613-37-2725（平
日９時から16時まで）」へお問い合わせください。

啓発デー

♯世界自閉症啓発デー

　
相
続
登
記
が
さ
れ
な
い
な
ど
の

理
由
で
、
所
有
者
不
明
の
土
地
が

公
共
事
業
の
妨
げ
や
、
管
理
不
全

と
な
り
隣
接
す
る
土
地
へ
悪
影
響

を
及
ぼ
す
な
ど
全
国
的
に
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
相
続
発
生
後
は
、
遺
産
分
割
が

な
け
れ
ば
す
べ
て
の
相
続
人
が
法

定
相
続
分
で
不
動
産
を
取
得
（
共

有
）
し
た
状
態
と
な
り
ま
す
。

　
相
続
に
よ
っ
て
不
動
産
を
取
得

し
た
相
続
人
は
、
そ
の
所
有
権
を

取
得
し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら

３
年
以
内
に
、
相
続
登
記
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
共
有
地
の

持
ち
分
を
お
持
ち
の
場
合
も
該
当

し
ま
す
。

　
正
当
な
理
由
な
く
こ
の
義
務
に

違
反
し
た
場
合
は
、
10
万
円
以
下

の
過
料
の
適
用
対
象
と
な
り
ま

す
。

　
早
期
の
遺
産
分
割
が
難
し
い
場

合
、
相
続
人
申
告
登
記
を
す
る
こ

と
で
相
続
が
開
始
し
た
こ
と
、
自

ら
が
相
続
人
で
あ
る
こ
と
を
登
記

官
に
申
し
出
る
こ
と
で
、
よ
り
簡

易
に
相
続
登
記
の
申
告
義
務
を
履

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。な
お
、

引
き
続
き
相
続
登
記
申
請
の
手
続

き
は
必
要
で
す
。

※
相
続
人
申
告
登
記
は
、
持
ち
分

の
登
記
は
さ
れ
ず
、
相
続
登
記
と

は
全
く
異
な
る
も
の
で
す
。

　
　
令
和
６
年
４
月
１
日
以
前
に

相
続
し
た
不
動
産
で
相
続
さ
れ
て

い
な
い
も
の
は
対
象
外
？

　
　
法
施
行
前
に
相
続
し
た
不
動

産
に
つ
い
て
も
対
象
と
な
り
ま

す
。
そ
の
場
合
は
、
令
和
９
年
３

月
31
日
ま
で
に
相
続
登
記
を
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
過
料
が
課
さ
れ
る
場
合
の
流

れ
を
教
え
て
ほ
し
い
。

　
　
登
記
官
が
義
務
違
反
を
把
握

し
た
場
合
、
催
告
書
を
送
付
し
ま

す
。
正
当
な
理
由
な
く
催
告
書
の

期
限
内
に
登
記
が
完
了
し
な
い
場

合
、
裁
判
所
に
対
し
申
請
義
務
違

反
を
通
知
し
ま
す
。
裁
判
所
に
お

い
て
判
断
、
過
料
を
科
す
る
裁
判

が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

　
　
相
続
人
申
告
登
記
は
相
続
人

の
う
ち
一
人
が
行
え
ば
足
り
る
？

　
　
相
続
人
が
そ
れ
ぞ
れ
申
出
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
話
し
合

い
に
よ
り
複
数
の
相
続
人
の
連
名

で
申
出
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

①
所
有
者
不
動
産
記
録
証
明
制
度

　
登
記
官
に
よ
り
、
特
定
の
被
相

続
人
が
所
有
す
る
不
動
産
を
、
一

覧
に
し
て
証
明
す
る
制
度
で
す
。

※
自
己
の
確
認
と
し
て
も
取
得
可
。

②
住
所
等
の
変
更
登
記
申
請
の
義

務
化

　
登
記
簿
上
の
所
有
者
は
、
住
所

等
を
変
更
し
た
日
か
ら
２
年
以
内

に
住
所
等
の
変
更
登
記
申
請
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
正
当
な

理
由
な
く
義
務
に
違
反
し
た
場

合
、
５
万
円
以
下
の
過
料
の
適
用

対
象
と
な
り
ま
す
。

※
そ
の
他
、
相
続
土
地
国
庫
帰
属

制
度
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
民
法
改
正
に
よ
る
共
有
制

度
の
見
直
し
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
く
わ
し
く
は
法
務
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

※
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
が
変
更

と
な
っ
た
場
合
は
、
税
務
係
に

「
家
屋
異
動
届
書
」
を
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

※
今
回
の
法
律
改
正
等
に
便
乗
し

た
詐
欺
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

相
続
登
記
申
請
の
義
務
化
は
じ
ま
り
ま
し
た

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

　
村
内
に
居
住
す
る
運
転
者
の
安
全
運
転
意
識
向
上
と
交
通
事
故
を

防
止
し
、
事
故
時
の
被
害
軽
減
を
目
的
と
し
て
こ
の
補
助
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

■
補
助
対
象
（
補
助
の
対
象
と
な
る
自
動
車
）

　
村
内
が
使
用
の
本
拠
地
で
あ
り
、
普
通
自
動
車
、
小
型
自
動
車
ま

た
は
軽
自
動
車
で
あ
る
こ
と
。

■
補
助
対
象
者

　
村
に
住
所
が
あ
り
申
請
時
に
お
い
て
満
70
歳
以
上
の
方
等
。

　（
詳
細
は
要
綱
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

■
補
助
金
額

　
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
を
乗
じ
た
額
と
し
、

　
最
大
３
０
，
０
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
庶
務
係
　
　
８
２
‐
２
０
２
４

自
動
車
急
発
進
防
止
（
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
）

装
置
取
付
費
補
助
制
度
に
つ
い
て

■
お
問
い
合
わ
せ

　
長
野
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記

部
門
（
　
０
２
６
‐
２
３
５
‐
６

６
１
１
代
表
）、
長
野
法
務
局
大

町
支
局
（
　
２
２
‐
０
３
７
９
）

　
相
続
の
専
門
家
に
相
談
な
ら
長

野
県
司
法
書
士
会
へ
（
　
０
２
６

‐
２
３
２
‐
６
１
１
０
）

相
続
登
記
申
請
の
義
務
化

相
続
人
申
告
登
記

相
続
登
記
申
請
義
務
化
Ｑ
＆
Ａ

ＱＡＱＡ

ＱＡ令
和
８
年
４
月
ま
で
に
施
行
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小谷村大糸線振興会議

切符は南小谷駅で買おう
列車を見かけたら、手を振ろう

＊毎月５日と20日は「交通安全の日」です。

＊４のつく日（４日・14日・24日）は
　「シートベルト・チャイルドシート啓発の日」です。

　交通事故防止のため、交通ルールの遵守と正しい交通マナー
の実践をお願いします。

交通安全啓発日について

■お問い合わせ
大町地区交通安全協会小谷支部事務局
総務課庶務係　　８２‐２０２４

　
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い
る

方
は
４
月
25
日
（
木
）
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
25
日
の
定
期
振
替

が
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
５
月
10

日
（
金
）
に
再
振
替
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 ４

　
月

今
月
の
納
税

税
　
目

期
　
別

納
期
限

固
定
資
産
税

１
期

４
月
30
日（
火
）

小
谷
村
農
業
委
員
会

令
和
６
年
度

定
例
会
の
お
知
ら
せ

次
回
の
開
会
予
定

　
４
月
22
日
（
月
）

　
午
後
４
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
）

　
　
８
２‐

２
５
８
８

４月２日は世界自閉症デー、
４月２～８日は発達障害啓発週間です
　厚生労働省及び関係団体が協力して、自閉症をは
じめとする発達障害について広くご理解いただける
ように、啓発活動に取り組んでいます。
　また、発達障害に関する相談などは、「長野県発達
障がい情報・支援センター（　 02613-37-2725（平
日９時から16時まで）」へお問い合わせください。

啓発デー

♯世界自閉症啓発デー

相
続
登
記
が
さ
れ
な
い
な
ど
の

理
由
で
、
所
有
者
不
明
の
土
地
が

公
共
事
業
の
妨
げ
や
、
管
理
不
全

と
な
り
隣
接
す
る
土
地
へ
悪
影
響

を
及
ぼ
す
な
ど
全
国
的
に
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

相
続
発
生
後
は
、
遺
産
分
割
が

な
け
れ
ば
す
べ
て
の
相
続
人
が
法

定
相
続
分
で
不
動
産
を
取
得
（
共

有
）
し
た
状
態
と
な
り
ま
す
。

相
続
に
よ
っ
て
不
動
産
を
取
得

し
た
相
続
人
は
、
そ
の
所
有
権
を

取
得
し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら

３
年
以
内
に
、
相
続
登
記
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
共
有
地
の

持
ち
分
を
お
持
ち
の
場
合
も
該
当

し
ま
す
。

正
当
な
理
由
な
く
こ
の
義
務
に

違
反
し
た
場
合
は
、
10
万
円
以
下

の
過
料
の
適
用
対
象
と
な
り
ま

す
。早

期
の
遺
産
分
割
が
難
し
い
場

合
、
相
続
人
申
告
登
記
を
す
る
こ

と
で
相
続
が
開
始
し
た
こ
と
、
自

ら
が
相
続
人
で
あ
る
こ
と
を
登
記

官
に
申
し
出
る
こ
と
で
、
よ
り
簡

易
に
相
続
登
記
の
申
告
義
務
を
履

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。な
お
、

引
き
続
き
相
続
登
記
申
請
の
手
続

き
は
必
要
で
す
。

※
相
続
人
申
告
登
記
は
、
持
ち
分

の
登
記
は
さ
れ
ず
、
相
続
登
記
と

は
全
く
異
な
る
も
の
で
す
。

令
和
６
年
４
月
１
日
以
前
に

相
続
し
た
不
動
産
で
相
続
さ
れ
て

い
な
い
も
の
は
対
象
外
？

法
施
行
前
に
相
続
し
た
不
動

産
に
つ
い
て
も
対
象
と
な
り
ま

す
。
そ
の
場
合
は
、
令
和
９
年
３

月
31
日
ま
で
に
相
続
登
記
を
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

過
料
が
課
さ
れ
る
場
合
の
流

れ
を
教
え
て
ほ
し
い
。

登
記
官
が
義
務
違
反
を
把
握

し
た
場
合
、
催
告
書
を
送
付
し
ま

す
。
正
当
な
理
由
な
く
催
告
書
の

期
限
内
に
登
記
が
完
了
し
な
い
場

合
、
裁
判
所
に
対
し
申
請
義
務
違

反
を
通
知
し
ま
す
。
裁
判
所
に
お

い
て
判
断
、
過
料
を
科
す
る
裁
判

が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

相
続
人
申
告
登
記
は
相
続
人

の
う
ち
一
人
が
行
え
ば
足
り
る
？

相
続
人
が
そ
れ
ぞ
れ
申
出
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
話
し
合

い
に
よ
り
複
数
の
相
続
人
の
連
名

で
申
出
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

①
所
有
者
不
動
産
記
録
証
明
制
度

登
記
官
に
よ
り
、
特
定
の
被
相

続
人
が
所
有
す
る
不
動
産
を
、
一

覧
に
し
て
証
明
す
る
制
度
で
す
。

※
自
己
の
確
認
と
し
て
も
取
得
可
。

②
住
所
等
の
変
更
登
記
申
請
の
義

務
化登

記
簿
上
の
所
有
者
は
、
住
所

等
を
変
更
し
た
日
か
ら
２
年
以
内

に
住
所
等
の
変
更
登
記
申
請
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
正
当
な

理
由
な
く
義
務
に
違
反
し
た
場

合
、
５
万
円
以
下
の
過
料
の
適
用

対
象
と
な
り
ま
す
。

※
そ
の
他
、
相
続
土
地
国
庫
帰
属

制
度
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
民
法
改
正
に
よ
る
共
有
制

度
の
見
直
し
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
く
わ
し
く
は
法
務
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

※
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
が
変
更

と
な
っ
た
場
合
は
、
税
務
係
に

「
家
屋
異
動
届
書
」
を
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

※
今
回
の
法
律
改
正
等
に
便
乗
し

た
詐
欺
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

相
続
登
記
申
請
の
義
務
化
は
じ
ま
り
ま
し
た

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

村
内
に
居
住
す
る
運
転
者
の
安
全
運
転
意
識
向
上
と
交
通
事
故
を

防
止
し
、
事
故
時
の
被
害
軽
減
を
目
的
と
し
て
こ
の
補
助
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

■
補
助
対
象
（
補
助
の
対
象
と
な
る
自
動
車
）

村
内
が
使
用
の
本
拠
地
で
あ
り
、
普
通
自
動
車
、
小
型
自
動
車
ま

た
は
軽
自
動
車
で
あ
る
こ
と
。

■
補
助
対
象
者

村
に
住
所
が
あ
り
申
請
時
に
お
い
て
満
70
歳
以
上
の
方
等
。

（
詳
細
は
要
綱
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

■
補
助
金
額

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
を
乗
じ
た
額
と
し
、

最
大
３
０
，
０
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ

総
務
課
庶
務
係

８
２
‐
２
０
２
４

自
動
車
急
発
進
防
止
（
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
）

装
置
取
付
費
補
助
制
度
に
つ
い
て

■
お
問
い
合
わ
せ

長
野
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記

部
門
（

０
２
６
‐
２
３
５
‐
６

６
１
１
代
表
）、
長
野
法
務
局
大

町
支
局
（

２
２
‐
０
３
７
９
）

相
続
の
専
門
家
に
相
談
な
ら
長

野
県
司
法
書
士
会
へ
（

０
２
６

‐
２
３
２
‐
６
１
１
０
）

相
続
登
記
申
請
の
義
務
化

相
続
人
申
告
登
記

相
続
登
記
申
請
義
務
化
Ｑ
＆
Ａ

ＱＡＱＡ

ＱＡ令
和
８
年
４
月
ま
で
に
施
行


